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芋 一 駄 御 書 建治元年八月一四日 五四歳

いも一駄・はじかみ五十ぱをくりたびて候。
芋 把

このみのぶのやまと申し候は、にしはしらねのたけ、つねにゆきをみる。ひんがしに
身 延 西 白 根 雪 東

はてんしのたけ、つねにひをみる。きたはみのぶのたけ、みなみはたかとりのたけ、四
天 子 日 北 身 延 南 鷹 取

山のあひ、はこのそこのごとし。いぬゐのすみよりかはながれて、たつみのすみにむか
間 箱 戌 亥 河 辰 巳

う。かゝるいみじきところ、みねにはせびのこへ、たにゝはさるのさけび、木はあしの
峰 蝉 谷 猿 芦

ごとし、くさはあめににたり。しかれどもかゝるいもはみへ候はず、はじかみはをひず。
草 似 芋 生

いしににて少しまもりやわらかなり。くさににてくさよりもあぢあり。
石 柔 草

法華経に申しあげ候ひぬれば、御心ざしはさだめて釈迦仏しろしめしぬらん。恐々謹

言。

八月十四日 日 蓮 花 押

御 返 事


